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１ 本書は四半期報告書を金融商品取引法第27条の30の２に規定する開示用
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２ 本書には、上記の方法により提出した四半期報告書に添付された四半期

レビュー報告書及び上記の四半期報告書と同時に提出した確認書を末尾に

綴じ込んでおります。 
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第一部 【企業情報】 

第１ 【企業の概況】 

１ 【主要な経営指標等の推移】 
 

回次 
第90期 

第１四半期 
累計期間 

第91期 
第１四半期 
累計期間 

第90期 

会計期間 

(自 平成22年
 ４月１日

至 平成22年
 ６月30日)

(自 平成23年
 ４月１日

至 平成23年
 ６月30日)

(自 平成22年
 ４月１日

至 平成23年
 ３月31日)

経常収益 百万円 2,742 3,396 10,577

経常利益 百万円 234 864 850

四半期純利益 百万円 130 552 ―

当期純利益 百万円 ― ― 467

持分法を適用した場合の
投資利益 

百万円 ― ― ―

資本金 百万円 2,500 2,500 2,500

発行済株式総数 千株 27,371 27,371 27,371

純資産額 百万円 19,273 18,948 19,033

総資産額 百万円 467,772 481,104 471,251

１株当たり四半期純利益 
金額 

円 4.80 20.37 ―

１株当たり当期純利益 
金額 

円 ― ― 17.24

潜在株式調整後１株 
当たり四半期純利益金額 

円 ― ― ―

潜在株式調整後１株 
当たり当期純利益金額 

円 ― ― ―

１株当たり配当額 円 ― ― 5.00

自己資本比率 ％ 4.12 3.93 4.03

(注) １．当行は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移

については記載しておりません。 

２．消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。 

３．当行は関連会社がないため、「持分法を適用した場合の投資利益」の記載はしておりません。 

４．「潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額」及び「潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額」に

ついては、潜在株式がないため記載しておりません。 

５．１株当たり情報の算定上の基礎は、「第４ 経理の状況」中、「１ 四半期財務諸表」の「１株当たり

情報」に記載しております。 

６．「自己資本比率」は、期末純資産の部合計を期末資産の部の合計で除して算出しております。 

 

 

２ 【事業の内容】 

当第１四半期累計期間において、当行が営む事業の内容については、重要な変更はありません。ま

た、関係会社については、該当ありません。 
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第２ 【事業の状況】 

１ 【事業等のリスク】 

当第１四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報

告書に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。 

 

２ 【経営上の重要な契約等】 

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】 

(1) 業績の状況 

① 経営成績の分析 

当第１四半期累計期間の経営成績につきましては、経常収益は、その他業務収益の増加等を主因に

前年同期比６億５４百万円増加し３３億９６百万円となりました。 

一方、経常費用は、その他経常費用の増加等を主因に前年同期比２４百万円増加し２５億３２百万

円となりました。 

その結果、経常利益は前年同期比６億３０百万円増加の８億６４百万円となり、四半期純利益につ

きましても、前年同期比４億２２百万円増加の５億５２百万円となりました。 

② 財政状態の分析 

（主要勘定の状況） 

当第１四半期末の主要勘定残高につきましては、預金及び譲渡性預金は、前事業年度末比２３４億

９７百万円増加の４，４５３億４０百万円となりました。貸出金につきましては、前事業年度末比１

６億９１百万円減少の３，３５２億９百万円となりました。有価証券につきましては、前事業年度末

比１６億３３百万円増加の９７３億１５百万円となりました。 

（資産、負債および純資産の状況） 

資産につきましては、コールローンや有価証券等の増加により、前事業年度末比９８億５３百万円

増加の４，８１１億４百万円となりました。 

負債につきましては、預金及び譲渡性預金等の増加により前事業年度末比９９億３８百万円増加の

４，６２１億５６百万円となりました。 

純資産につきましては、その他有価証券評価差額金の減少等により前事業年度末比８５百万円減少

の１８９億４８百万円となりました。 
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国内・国際業務部門別収支 

(業績説明) 

国内業務部門では、資金運用収支は2,251百万円、役務取引等収支は37百万円、その他業務収支は

700百万円となり、国際業務部門では、資金運用収支は20百万円、役務取引等収支は0百万円、その

他業務収支は0百万円となりました。 

合計では、資金運用収支は2,271百万円、役務取引等収支は37百万円、その他業務収支は701百万

円となりました。 

 

国内業務部門 国際業務部門 合計 
種類 期別 

金額(百万円) 金額(百万円) 金額(百万円) 

前第１四半期累計期間 2,199 16 2,216
資金運用収支 

当第１四半期累計期間 2,251 20 2,271

前第１四半期累計期間 2,487 25 
8

2,504
 うち資金運用収益 

当第１四半期累計期間 2,443 25 
5

2,464

前第１四半期累計期間 287 8 
8

287
 うち資金調達費用 

当第１四半期累計期間 192 5 
5

192

前第１四半期累計期間 44 0 44
役務取引等収支 

当第１四半期累計期間 37 0 37

前第１四半期累計期間 221 1 222
 うち役務取引等収益 

当第１四半期累計期間 216 1 217

前第１四半期累計期間 177 1 178
 うち役務取引等費用 

当第１四半期累計期間 178 1 179

前第１四半期累計期間 0 0 0
その他業務収支 

当第１四半期累計期間 700 0 701

前第１四半期累計期間 0 0 0
 うちその他業務収益 

当第１四半期累計期間 700 0 701

前第１四半期累計期間 ― ― ―
 うちその他業務費用 

当第１四半期累計期間 ― ― ―

(注) １．国内業務部門は国内店の円建取引、国際業務部門は国内店の外貨建取引であります。 

ただし、円建対非居住者取引は、国際業務部門に含めております。 

２．資金運用収益及び資金調達費用の合計欄の上段の計数は、国内業務部門と国際業務部門の間の資金貸借

の利息であります。 
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国内・国際業務部門別役務取引の状況 

(業績説明) 

役務取引等収益は、217百万円となりました。 

役務取引等費用は、179百万円となりました。 

 

国内業務部門 国際業務部門 合計 
種類 期別 

金額(百万円) 金額(百万円) 金額(百万円) 

前第１四半期累計期間 221 1 222
役務取引等収益 

当第１四半期累計期間 216 1 217

前第１四半期累計期間 25 ― 25
 うち預金・貸出業務 

当第１四半期累計期間 23 ― 23

前第１四半期累計期間 90 1 92
 うち為替業務 

当第１四半期累計期間 88 1 89

前第１四半期累計期間 18 ― 18
 うち証券関連業務 

当第１四半期累計期間 18 ― 18

前第１四半期累計期間 13 ― 13
 うち代理業務 

当第１四半期累計期間 16 ― 16

前第１四半期累計期間 20 ― 20 うち保護預り 
貸金庫業務 当第１四半期累計期間 20 ― 20

前第１四半期累計期間 0 ― 0
 うち保証業務 

当第１四半期累計期間 0 ― 0

前第１四半期累計期間 177 1 178
役務取引等費用 

当第１四半期累計期間 178 1 179

前第１四半期累計期間 21 1 22
 うち為替業務 

当第１四半期累計期間 21 1 22

(注) 国内業務部門は国内店の円建取引、国際業務部門は国内店の外貨建取引であります。 

ただし、円建対非居住者取引は、国際業務部門に含めております。 
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国内・国際業務部門別預金残高の状況 

○ 預金の種類別残高(末残) 

 

国内業務部門 国際業務部門 合計 
種類 期別 

金額(百万円) 金額(百万円) 金額(百万円) 

前第１四半期会計期間 429,541 169 429,710
預金合計 

当第１四半期会計期間 439,672 118 439,790

前第１四半期会計期間 143,501 152 143,654
 うち流動性預金 

当第１四半期会計期間 154,547 105 154,652

前第１四半期会計期間 282,588 16 282,604
 うち定期性預金 

当第１四半期会計期間 282,070 13 282,083

前第１四半期会計期間 3,451 ― 3,451
 うちその他 

当第１四半期会計期間 3,055 ― 3,055

前第１四半期会計期間 3,050 ― 3,050
譲渡性預金 

当第１四半期会計期間 5,550 ― 5,550

前第１四半期会計期間 432,591 169 432,760
総合計 

当第１四半期会計期間 445,222 118 445,340

(注) １．流動性預金＝当座預金＋普通預金＋貯蓄預金＋通知預金 

２．定期性預金＝定期預金＋定期積金 

３．国内業務部門は国内店の円建取引、国際業務部門は国内店の外貨建取引であります。 
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国内・国際業務部門別貸出金残高の状況 

○ 業種別貸出状況(残高・構成比) 

 

平成22年６月30日 平成23年６月30日 
業種別 

貸出金残高(百万円) 構成比(％) 貸出金残高(百万円) 構成比(％)

国内業務部門 325,933 100.00 335,209 100.00

 製造業 19,653 6.03 18,702 5.58

 農業，林業 215 0.07 149 0.04

 漁業 44 0.01 233 0.07

 鉱業，採石業，砂利採取業 1,758 0.54 1,774 0.53

 建設業 38,062 11.68 38,305 11.43

 電気・ガス・熱供給・水道業 2,401 0.74 2,437 0.73

 情報通信業 3,779 1.16 3,705 1.10

 運輸業，郵便業 11,968 3.67 12,810 3.82

 卸売業，小売業 36,961 11.34 36,191 10.80

 金融業，保険業 14,896 4.57 13,671 4.08

 不動産業，物品賃貸業 56,604 17.37 63,071 18.82

 各種サービス業 47,459 14.56 49,344 14.72

 地方公共団体 10,690 3.28 11,704 3.49

 その他 81,436 24.98 83,105 24.79

国際業務部門 ― ― ― ―

 製造業 ― ― ― ―

 農業，林業 ― ― ― ―

 漁業 ― ― ― ―

 鉱業，採石業，砂利採取業 ― ― ― ―

 建設業 ― ― ― ―

 電気・ガス・熱供給・水道業 ― ― ― ―

 情報通信業 ― ― ― ―

 運輸業，郵便業 ― ― ― ―

 卸売業，小売業 ― ― ― ―

 金融業，保険業 ― ― ― ―

 不動産業，物品賃貸業 ― ― ― ―

 各種サービス業 ― ― ― ―

 地方公共団体 ― ― ― ―

 その他 ― ― ― ―

合計 325,933 ―― 335,209 ―― 

(注) 国内業務部門は国内店の円建取引であります。国際業務部門は国内店の外貨建取引で、該当はありません。 

   

 

(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題 

  当第１四半期累計期間において、当行が対処すべき課題について重要な変更はありません。 

 

 

(3) 研究開発活動 

該当事項はありません。 
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第３ 【提出会社の状況】 

１ 【株式等の状況】 

(1) 【株式の総数等】 

① 【株式の総数】 

 

種類 発行可能株式総数(株) 

普通株式 80,000,000

計 80,000,000

 

② 【発行済株式】 

 

種類 
第１四半期会計期間 
末現在発行数(株) 
(平成23年６月30日) 

提出日現在 
発行数(株) 

(平成23年８月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容 

普通株式 27,371,605 同左 福岡証券取引所 

権利内容に何ら限定のない
当行における標準となる株
式で、単元株式数は1,000株
であります。 

計 27,371,605 同左 ― ― 

 

(2) 【新株予約権等の状況】 

該当事項はありません。 

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】 

該当事項はありません。  

 

(4) 【ライツプランの内容】 

該当事項はありません。 

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】 

 

年月日 
発行済株式 
総数増減数 
(千株) 

発行済株式
総数残高 
(千株) 

資本金増減額
(千円) 

資本金残高
(千円) 

資本準備金 
増減額 
(千円) 

資本準備金
残高 
(千円) 

平成23年４月１日～ 
平成23年６月30日 

― 27,371 ― 2,500,000 ― 1,203,777

 

(6) 【大株主の状況】 

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。 
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(7) 【議決権の状況】 

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認で

きないため、記載することができないことから、直前の基準日（平成23年３月31日）に基づく株

主名簿による記載をしております。 

① 【発行済株式】 

平成23年６月30日現在 

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容 

無議決権株式 ― ― ― 

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ― 

議決権制限株式(その他) ― ― ― 

完全議決権株式(自己株式等) 
(自己保有株式) 
普通株式    264,000

― ― 

完全議決権株式(その他) 普通株式 26,850,000 26,850 ― 

単元未満株式 普通株式   257,605 ― 一単元(1,000株)未満の株式 

発行済株式総数 27,371,605 ― ― 

総株主の議決権 ― 26,850 ― 

(注) １. 上記の「完全議決権株式(その他)」の欄には、株式会社証券保管振替機構名義の株式が1千株含まれて

おります。また、「議決権の数」の欄に、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権が1個含まれており

ます。 

２．「単元未満株式」には、当行所有の自己株式719株が含まれております。 

 

② 【自己株式等】 

平成23年６月30日現在 

所有者の氏名 
又は名称 

所有者の住所 
自己名義 
所有株式数

(株) 

他人名義 
所有株式数

(株) 

所有株式数 
の合計 
(株) 

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式） 
株式会社福岡中央銀行 

福岡市中央区大名二丁目 
12番１号 

264,000 ― 264,000 0.96

計 ― 264,000    ― 264,000 0.96

 

 

２ 【役員の状況】 

該当事項はありません。 
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第４ 【経理の状況】 

１．当行の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年

内閣府令第63号)に基づいて作成しておりますが、資産及び負債の分類並びに収益及び費用の分類は、

「銀行法施行規則」(昭和57年大蔵省令第10号)に準拠しております。 

 

２．当行は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間(自平成23年４月

１日 至平成23年６月30日)及び第１四半期累計期間(自平成23年４月１日 至平成23年６月30日)に係

る四半期財務諸表について、新日本有限責任監査法人の四半期レビューを受けております。 

  

３．当行は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。 

   



１【四半期財務諸表】 
(1)【四半期貸借対照表】 

(単位：百万円)

前事業年度 
(平成23年３月31日) 

当第１四半期会計期間 
(平成23年６月30日) 

資産の部   

現金預け金 24,564 17,245

コールローン － 16,600

買入金銭債権 0 0

有価証券 95,682 97,315

貸出金 ※1  336,900 ※1  335,209

外国為替 121 117

その他資産 1,428 1,673

有形固定資産 13,711 13,804

無形固定資産 111 153

繰延税金資産 2,549 2,773

支払承諾見返 318 286

貸倒引当金 △4,138 △4,076

資産の部合計 471,251 481,104

負債の部   

預金 417,318 439,790

譲渡性預金 4,524 5,550

借用金 24,900 11,000

その他負債 2,131 2,619

役員退職慰労引当金 274 158

睡眠預金払戻損失引当金 105 105

再評価に係る繰延税金負債 2,645 2,645

支払承諾 318 286

負債の部合計 452,218 462,156

純資産の部   

資本金 2,500 2,500

資本剰余金 1,203 1,203

利益剰余金 12,478 12,962

自己株式 △117 △117

株主資本合計 16,064 16,548

その他有価証券評価差額金 △893 △1,462

土地再評価差額金 3,862 3,862

評価・換算差額等合計 2,968 2,399

純資産の部合計 19,033 18,948

負債及び純資産の部合計 471,251 481,104

─ 11 ─



(2)【四半期損益計算書】 
【第１四半期累計期間】 

(単位：百万円)

前第１四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年６月30日) 

経常収益 2,742 3,396

資金運用収益 2,504 2,464

（うち貸出金利息） 2,022 1,952

（うち有価証券利息配当金） 472 500

役務取引等収益 222 217

その他業務収益 0 701

その他経常収益 15 13

経常費用 2,508 2,532

資金調達費用 287 192

（うち預金利息） 282 186

役務取引等費用 178 179

営業経費 1,743 1,776

その他経常費用 ※1  298 ※1  384

経常利益 234 864

特別損失 28 0

固定資産処分損 2 0

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 26 －

税引前四半期純利益 205 863

法人税、住民税及び事業税 130 170

法人税等調整額 △54 140

法人税等合計 75 311

四半期純利益 130 552

─ 12 ─
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【追加情報】 

    
当第１四半期累計期間 

(自 平成23年４月１日 
至 平成23年６月30日) 

 当第１四半期会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正から、「会計上の変更及び誤

謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関

する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号平成21年12月４日）を適用しております。 

 

【注記事項】 

(四半期貸借対照表関係) 

 

前事業年度 
(平成23年３月31日) 

当第１四半期会計期間 
(平成23年６月30日) 

※１．貸出金のうち、リスク管理債権は以下のとおりで

あります。 

破綻先債権額 1,070百万円

延滞債権額 14,369百万円

３ヵ月以上延滞債権額 ―百万円

貸出条件緩和債権額 1,500百万円

なお、上記債権額は、貸倒引当金控除前の金額で

あります。 

※１．貸出金のうち、リスク管理債権は以下のとおりで

あります。 

破綻先債権額 1,268百万円

延滞債権額 14,892百万円

３ヵ月以上延滞債権額 ―百万円

貸出条件緩和債権額 2,003百万円

なお、上記債権額は、貸倒引当金控除前の金額で

あります。 

 

(四半期損益計算書関係) 

 

前第１四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
至 平成22年６月30日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成23年４月１日 
至 平成23年６月30日) 

※１．その他経常費用には、貸倒引当金繰入額173百万

円及び株式等償却52百万円を含んでおります。 

※１．その他経常費用には、貸倒引当金繰入額99百万円

及び株式等償却243百万円を含んでおります。 

 

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係) 

 
   当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１

四半期累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。 
 

前第１四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
至 平成22年６月30日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成23年４月１日 
至 平成23年６月30日) 

減価償却費        106百万円 減価償却費        107百万円 
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(株主資本等関係) 

Ⅰ 前第１四半期累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日） 

 １．配当金支払額 

(決議) 株式の種類 
配当金の総額
(百万円) 

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日 
定時株主総会 

普通株式 67 2.50 平成22年３月31日 平成22年６月30日 
その他 

利益剰余金

 

 ２．基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間

の末日後となるもの 
 

 該当事項はありません。 

 

Ⅱ 当第１四半期累計期間（自 平成23年４月１日 至 平成23年６月30日） 

 １．配当金支払額 

(決議) 株式の種類 
配当金の総額
(百万円) 

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日 
定時株主総会 

普通株式 67 2.50 平成23年３月31日 平成23年６月30日 
その他 

利益剰余金

 

 ２．基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間

の末日後となるもの 
 

 該当事項はありません。 

 

(セグメント情報等) 

【セグメント情報】 

 前第１四半期累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日）及び当第１四半期累計期

間（自 平成23年４月１日 至 平成23年６月30日） 

当行は、銀行業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。 
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(有価証券関係) 

Ⅰ 前事業年度 

１．満期保有目的の債券(平成23年３月31日現在) 

 

 
貸借対照表 

計上額(百万円) 
時価(百万円) 差額(百万円) 

社債 100 95 △4

その他 3,999 3,502 △496

合計 4,099 3,597 △501

 

２．その他有価証券(平成23年３月31日現在) 

 

 取得原価(百万円) 
貸借対照表 

計上額(百万円) 
差額(百万円) 

株式 8,262 6,727 △1,535

債券 74,274 75,413 1,138

 国債 45,662 46,348 686

 地方債 3,138 3,151 13

 社債 25,473 25,913 439

その他 9,837 8,820 △1,016

合計 92,374 90,961 △1,413
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Ⅱ 当第１四半期会計期間 

※１．会社の事業の運営において重要なものであることから記載しております。 

※２．四半期貸借対照表の「有価証券」を記載しております。 

 

１．満期保有目的の債券(平成23年６月30日現在) 

 

 
四半期貸借対照表 
計上額(百万円) 

時価(百万円) 差額(百万円) 

社債 100 95 △4

その他 2,999 2,498 △501

合計 3,099 2,594 △505

 

２．その他有価証券(平成23年６月30日現在) 

 

 取得原価(百万円) 
四半期貸借対照表 
計上額(百万円) 

差額(百万円) 

株式 8,019 5,827 △2,192

債券 79,083 80,214 1,131

 国債 50,760 51,250 490

 地方債 2,938 2,963 25

 社債 25,384 25,999 615

その他 8,837 7,551 △1,286

合計 95,940 93,592 △2,347

(注) その他有価証券のうち、当該有価証券の時価が取得原価に比べて著しく下落しており、時価が取得原価ま

で回復する見込みがあると認められないものについては、当該時価をもって四半期貸借対照表価額とすると

ともに、評価差額を当第１四半期累計期間の損失として処理(以下「減損処理」という。)しております。 

当第１四半期累計期間における減損処理額は、株式243百万円であります。 

また、時価が「著しく下落した」と判断するための基準は、発行会社の信用リスク(自己査定における債務

者区分、外部格付等)、過去の一定期間における時価の推移等を勘案した基準により行っております。 
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(持分法損益等) 

 
前第１四半期累計期間 

(自 平成22年４月１日 
至 平成22年６月30日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成23年４月１日 
至 平成23年６月30日) 

関連会社に関する事項 

当行は、関連会社を有しておりません。 

関連会社に関する事項 

同左 

 

(１株当たり情報) 

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、次のとおりであります。 
 

  
前第１四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
至 平成22年６月30日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成23年４月１日 
至 平成23年６月30日) 

１株当たり四半期純利益金額  円 4.80 20.37

（算定上の基礎）   

 四半期純利益 百万円 130 552

 普通株主に帰属しない 
 金額 

百万円 ― ―

 普通株式に係る 
 四半期純利益 

百万円 130 552

 普通株式の 
 期中平均株式数 

千株 27,126 27,106

(注) なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式がないので記載しておりません。 

 

 

(重要な後発事象) 

該当事項はありません。 

 

 

２ 【その他】 

該当事項はありません。 
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】 

該当事項はありません。 
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独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成23年８月11日 

株式会社福岡中央銀行 

取締役会 御中 

新日本有限責任監査法人 

 

指定有限責任社員
業務執行社員 

 公認会計士  村  田  賢  治  ㊞ 

 

指定有限責任社員
業務執行社員 

 公認会計士  柴  田  祐  二  ㊞ 

 

指定有限責任社員
業務執行社員 

 公認会計士  宮  田  八  郎  ㊞ 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている
株式会社福岡中央銀行の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの第91期事業年度の第１四半期会
計期間(平成23年４月１日から平成23年６月30日まで)及び第１四半期累計期間(平成23年４月１日から平
成23年６月30日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記
について四半期レビューを行った。 
 

四半期財務諸表に対する経営者の責任 
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して

四半期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。 
 

監査人の責任 
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務

諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる
四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。 
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我
が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比
べて限定された手続である。 
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。 
 

監査人の結論 
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社福岡中央銀行の平成23年６月30日
現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信
じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。 
 

利害関係 
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。 
 

以 上 
 
 

※ １ 上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は四半期財務

諸表に添付される形で当行が別途保管しております。 

  ２ 四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。 
 



ファイル名:8000000_0734147602308.doc 更新日時:2011/08/10 11:29 印刷日時:11/08/10 11:38 

 

【表紙】  

【提出書類】 確認書 

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の８第１項 

【提出先】 福岡財務支局長 

【提出日】 平成23年８月12日 

【会社名】 株式会社 福岡中央銀行 

【英訳名】 THE FUKUOKA CHUO BANK，LTD. 

【代表者の役職氏名】 取締役頭取  末 松 修 

【最高財務責任者の役職氏名】 ― 

【本店の所在の場所】 福岡市中央区大名二丁目12番１号 

【縦覧に供する場所】 証券会員制法人福岡証券取引所 

 (福岡市中央区天神二丁目14番２号) 
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１ 【四半期報告書の記載内容の適正性に関する事項】 

当行取締役頭取末松修は、当行の第91期第１四半期(自 平成23年４月１日 至 平成23年６月30

日)の四半期報告書の記載内容が金融商品取引法令に基づき適正に記載されていることを確認いたしま

した。 

 

２ 【特記事項】 

確認に当たり、特記すべき事項はありません。 

 




